●　治水の考え方（治水とは：治水計画）
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戦後５０年の経済発展を経過し、これからの我が国においては、真の豊かさを人々が実感できる社会が望まれています。このような社会にふさわしい河川のあり方を考えるにあたって、まず希薄となった人と水との関わりを流域の視点に立って再認識する必要があります。これからの川づくりは、以下の視点に立って、治水のみならず利水、環境面から総合的に検討しています。（Ａ）
※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

１　安心できるまちづくり、地域づくりの視点

①　総合的な治水対策の必要性

水系全体の水循環の適正化

②　超過洪水時の対応

洪水による危険を分散させることにより、「洪水が生じても被害は最小にする」

③水系一貫した河川計画と総合的な土砂管理

２　活力あるまちづくり、地域づくりの視点

①　地域の個性を育む川づくり

地域の伝統行事の保全やふるさとの川として親しまれる川づくり

河川を利用したまちおこし等を支援する等地域のニーズに対応した川づくり

②　まちづくりの一環としての川づくり

周辺環境と一体となった川づくり

都市防災といった視点からの川づくり

③　流域住民との良好なパートナーシップの構築

流域の視点から河川管理者と流域住民の適切

な役割分担

３　自然環境に配慮した川づくりの視点

①　生物の多様な生息・生育環境の確保

(1)　多様な河川形状の保全・復元

(2) 連続した環境条件の確保

②　健全な水環境系の確保

(1)　普段の水量の確保

(2) 清流の復活と水質の保全

③　地域住民との連携

住民によるモニター制度やボランティア　

団体の支援、育成


■　治水の考え方（治水とは：治水計画）の参考文献
Ａ：「中小河川計画の手引き（案）～洪水防御計画を中心として～（平成１１年９月）」：（財）国土開発技術研究センター

内容：治水計画の基本的な考え方

保管場所：諏訪建設事務所管理計画課

避難警報体制





浸透性舗装





学校のグランド等に


雨水を一時貯める





未利用地に


一時的河川水を溢れさせる





雨水の地下浸透





ダム等で水を貯める





山、森林の


保水力を高める





防災調整池





土地利用の誘導規制








総合的な治水のイメージ








PAGE  
5

